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１．はじめに
　サツマイモ基腐病が2018年に国内で初め
て報告されて以降、全国に拡大し、2024年
12月現在、36都道府県で発生が確認された

（図１）。農研機構では、被害が深刻だった
宮崎県、鹿児島県、沖縄県や、民間会社、
種苗供給を担う生産法人等と連携して、対
策技術の開発と普及に取り組んできた。こ
れらの取り組みにより、健全な種苗の確保、
排水対策の推進、抵抗性品種の導入、農薬
の適用拡大等、現場で実践可能な対策の導
入が進められ、低いレベルに抑えられつつ
あるものの発生は継続しており、予断でき

ない状況にある。

２．基腐病の発生生態
　本病は、主に病原菌（Diaporthe destruens）
に感染した苗によって本圃に持ち込まれ
る。本圃に定植後、感染株の病変部で形成
される胞子が、降雨によって生じた停滞水
や水の跳ね上がりにより周辺株に拡がり、
発生がまん延するとともに、汚染が広範囲
に拡大する。また、収穫後に本圃に残され
た感染株の残渣組織（罹病残渣）において
は、病原菌が越冬して次作の伝染源となる

（図２）。このようにして汚染された本圃で
は、健全な苗を定植しても感染・発病する
リスクが高まるため、一度発生が確認され
た本圃でかんしょを栽培する際には、作付
け前に防除対策の方針を策定しておくこと
が重要である。
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図１　サツマイモ基腐病の発生状況
（発生都道府県数の累積推移） 図２　本圃におけるサツマイモ基腐病の伝染環
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３．発病ポテンシャル診断
　発病ポテンシャル診断は、「健康診断の
発想に基づく土壌病害管理法（HeSoDiM：
ヘソディム）」（図３）の考え方に基づくも
ので、作付け前に本圃における基腐病の発
生のしやすさ（発病ポテンシャル）の程度
を大まかに３段階レベル（レベル１：低い
レベル～レベル３：高いレベル）で評価す
ることを意味する1）。
　サツマイモを栽培する本圃において、基
腐病の防除対策を効率的に実施するには、
対象となる本圃における基腐病の発病ポテ
ンシャルを作付け前に診断しておき、レベ
ルに応じた防除対策を講じることが有効で
ある。イノベーション創出強化研究事業

（JPJ007097）（令和１～３年度）、戦略的ス
マート農業技術等の開発・改良（JPJ011397）

（令和４～６年度）（戦略的スマ農）におい
て作成した「サツマイモ基腐病の発生生態
と防除対策（令和４年度版）」では、前作
の本圃での基腐病発生状況（収穫時の腐敗
イモの割合）に応じた防除対策が整理され
ており、基腐病の発生が甚大であった本圃
では非宿主作物の栽培（転作）や休耕を２

年以上行うことが推奨されている2）。しか
し、対策として転作や休耕を行った場合は、
かんしょの栽培が行われていないため、防
除対策の判断材料となる基腐病発生状況に
関する情報は得ることができない。一方で、
基腐病の発生には、病害の主因である基腐
病菌による土壌の汚染程度や、本圃の水は
け（排水性）などの要因が関与することが
示されていることから2）、これらの情報を
診断項目として加味することで、かんしょ
を連作している本圃に限らず、転作や休耕
していた本圃や新規にかんしょを栽培しよ
うとする本圃に対しても適用可能な「基腐
病発病ポテンシャル診断法」の構築を目指
した。

４．基腐病発病ポテンシャル診断法の概要
　基腐病発病ポテンシャル診断法を構築す
るにあたり、基腐病の発生と関連する要因
について検討した結果、①前作の基腐病発
生程度、②圃場の排水性、③土壌の基腐病
菌による汚染度、④土壌中のかんしょ残渣
量が関連することが明らかとなり、これら
をポテンシャル診断の診断項目に組み入れ

図３　ヘソディムの概念図
「健康診断に基づく土壌病害管理 ヘソディム 指導者向けマニュアル」より
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ることとした。
　ポテンシャル診断では、栽培期間中に基
腐病の発生程度や排水性について調査を行
い、収穫後に圃場を片付けたタイミングで
土壌を採取し、基腐病菌による汚染程度、
残渣量を測定する。これらの結果から、図
４に示した基準に従い、それぞれの診断項
目の危険度を点数化し、その合計点によっ
て発病ポテンシャルのレベルを３段階で評
価する。
　以下、各診断項目の概要と診断方法につ
いて簡単に解説する。また、詳細について
は「次作におけるサツマイモ基腐病防除対
策の意思決定支援技術」マニュアルを参照
されたい3）。

診断項目１　前作における発病程度
　前作における基腐病の発病程度と、基腐病
の発生程度について、有効な防除対策が行わ

れていなかった鹿児島・宮崎県内の本圃で実
施した調査において、前作での発病株率と当
該年作での発病株率を比較した結果、相関す
ることが確認されている。
　前作の発病程度は、聞き取りまたは現地調
査を行い、診断する圃場（範囲）における基
腐病発生程度を調べる。調査にあたっては、
前作で栽培していた品種の基腐病に対する抵
抗性の違いを考慮し、ポテンシャル得点を付
与する。ここでは、コガネセンガンと高系14
号について示しているが、その他の品種の場
合は、「サツマイモ基腐病の発生生態と防除
対策（令和４年度版）」に記載されている栽
培品種の抵抗性を参考にして2）、発病株率の
基準を変更する。
　なお、２年以上の休耕またはヒルガオ科作
物以外の作付け（輪作）を行った本圃ではポ
テンシャル得点は０点、過去に基腐病の発生
履歴があり、休耕またはヒルガオ科作物以外

図４　本圃における発病ポテンシャル診断基準
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の作付け（輪作）を１年間行った本圃では３
点を付与する。

診断項目２　圃場の排水性
　圃場の排水性と基腐病の発生程度につい
て、基腐病は排水不良な場所でまん延しやす
いことが知られている2）。圃場の排水性に関
する情報は、聞き取り調査、または現地調査
により評価する。排水性は、日降雨量50mm
程度以上の降雨があった場合の停滞水の消失
時間で評価し、３時間以内に消失すればポテ
ンシャル得点は０点、１日未満であれば１点、
１日以上かかる場合は２点とする。

診断項目３　土壌の汚染度
　基腐病菌による土壌の汚染度と基腐病の発
生程度について、栽培前の土壌から基腐病菌
のDNAがPCRで検出された本圃では、検出
されなかった本圃と比べて基腐病の発生程度
が高いことが確認されている3）。また、ポット
栽培試験において、汚染程度（基腐病菌の菌
密度）が高い土壌にかんしょ苗を植え付ける
と基腐病が発生しやすい（図５）。

図５　�基腐病菌人工汚染土壌における一節苗を用い
た発病試験

　土壌の汚染度を評価する方法については、
基腐病菌のDNAの有無を直接測定する方法
として①コンベンショナルPCR法と②リアル
タイムPCR法、対象の土壌に植え付けたかん
しょ幼苗の発病を観察する③生物検定法、ま
た、土壌中の基腐病菌をかんしょの茎片（基
腐病菌をおびき寄せるエサ：ベイト）に集積
させて、回収した茎片から基腐病菌のDNA
をPCRで検出する④ベイトトラップ法を開発
した。確実に土壌中の基腐病菌を検出するた
めには、全ての方法で評価することを推奨す
るが、実施する場所や設備の状況、費用や評

費用は生物検定黒ポット、DNA抽出キット、DNA精製キット、PCR試薬、TaqManPCR用試薬、PCR反応に係るプラスチッ
ク消耗品の価格から試算

表１　各汚染度評価法の比較（概要と特徴）
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価に要する時間などを踏まえ、いずれかの方
法を選択して実施する（表１）。それぞれの
分析結果に基づきポテンシャル得点を付与
し、複数の方法で評価した場合は最も高かっ
た点数を採用する。

診断項目４　土壌中の残渣量
　土壌中の残渣量と基腐病の発生程度につい
て、西らは、栽培終了後の本圃において、か
んしょの残渣量が多いと土壌の病原菌密度が
高くなることを示している4）。また、かんしょ
栽培前に圃場より採取した土壌中の残渣量が
多いと、基腐病の発生程度が高くなる傾向も
示されている3）。
　土壌中の残渣量は、栽培後に片付けが終了
した本圃から採取した土壌約１kgを５ mm
のふるいに掛け、ふるいの上部に残った残渣
の重量をもとに測定する（図６）。この際、
明らかにかんしょではない雑草等の残渣や、
小石、土塊は除去する。ポテンシャル得点は、
１kgあたりの残渣量0.8g以上なら２点、0.8g
未満なら０点とする。

発病ポテンシャルレベルの決定とレベルに
応じた対策
　以上の各診断項目の診断結果から危険度
１～３に対応するポテンシャル得点の合計

点を算出し、本圃の発病ポテンシャルレベ
ルを決定する（図４）。対策については、
図７に示した各レベルに応じた対策をベー
スに、生産者と協議して選択決定する。な
お、「本圃におけるサツマイモ基腐病発病
リスク低減技術」マニュアル5）で紹介して
いる新たな薬剤を用いた防除体系について
も、有効な対策技術として活用可能である。

図７　発病ポテンシャルレベルに応じた防除対策

５．おわりに
　はじめにの項で述べたように、各種の対
策の導入が進むに従い、基腐病の発生は低
減しつつある。これまでは、基腐病の抑制
を最優先とし、実施可能なあらゆる対策を

図６　サツマイモ残渣の計量



－29－

講じるという姿勢のもと現場の生産者をは
じめ、研究、普及、民間企業担当者が取り
組んできたが、今後は、基腐病の発生を最
小限にとどめ、その状態を継続させるとい
う方向性での防除に切り替わるタイミング
にきていると考えられる。
　本稿で紹介した基腐病発病ポテンシャル
診断を、次作の基腐病防除対策の要否や手
段を選定するための判断材料とすること
で、「必要な場所に必要な対策」を実施す
ることが可能となるため、基腐病の効率的
な防除を通じてかんしょの持続的生産につ
ながることを期待している。
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